
歓
心
の
現
勢
　
下
巻

戦
腸
の
展
開
と
地
政
學

金
　
生
　
喜
造
著

　
第
二
次
鰍
沸
大
綾
勃
獲
し
て
よ
り
一
年
有
九
ケ
月
、
糊
蜘
の
電
撃
作
戦
は
着

々
功
を
坐
し
C
、
先
に
波
・
白
・
蘭
並
び
に
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ビ
や
諾
國
を
そ
の
傘

下
に
腹
め
、
佛
亦
そ
の
脚
．
下
に
伏
し
て
和
を
講
ふ
た
。
更
に
今
パ
ル
吻
ン
諸

王
ほ
悉
く
掲
伊
麺
発
進
側
に
廉
き
服
し
、
近
東
に
於
け
る
民
族
解
放
暴
動
よ

り
來
る
反
英
攻
撃
の
鋒
火
は
銑
に
火
蓋
を
切
り
、
今
や
現
状
維
持
諸
事
の
敗

色
坐
雛
と
し
て
世
舞
史
は
将
に
韓
換
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
時
に
當
り
吾
々
の

要
請
す
る
も
の
は
…
単
に
表
面
的
な
職
．
局
の
推
移
の
み
な
ら
ず
、
か
く
職
局
を

展
開
せ
し
め
る
細
思
の
歴
史
的
獲
展
の
宮
参
と
地
政
始
的
必
然
性
で
な
．
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
慨
し
て
金
蔦
蔓
の
本
著
は
既
の
要
求
に
答
へ
て
呉
れ
る
好
著

で
あ
る
。

　
本
巻
は
猫
を
中
心
と
す
る
中
業
及
び
北
殿
諸
國
を
取
扱
つ
た
上
毬
に
績
く

も
の
で
、
第
一
編
「
地
中
海
の
覇
繰
…
と
軍
略
的
地
位
」
第
二
編
「
パ
ル
カ
ソ
の

薪
聖
訓
一
と
濁
・
伊
。
ソ
聯
」
聖
目
娘
麹
、
贈
　
洲
戦
の
展
開
芝
近
東
の
形
勢
」
、
第

四
編
、
厭
亜
爾
大
陸
に
虎
溢
す
る
ソ
聯
」
並
び
に
追
録
「
日
・
猫
・
伊
…
…
　
國
団

盟
の
意
義
…
i
大
東
亜
建
設
の
歪
上
命
令
㌦
よ
り
成
り
、
各
編
は
夫
々
籔
章

に
分
れ
て
み
る
。
第
一
編
に
於
て
は
プ
ア
シ
ス
タ
伊
の
興
隆
と
そ
の
地
中
海

の
現
状
打
破
の
意
慾
、
殊
に
排
の
鋤
外
政
策
が
墨
斑
地
問
題
を
外
に
し
て
は

考
へ
ら
れ
な
い
所
以
、
及
び
列
強
闘
に
介
．
在
す
る
西
、
瑞
西
の
位
置
等
を
論

じ
、
妙
惣
撰
欄
に
於
（
は
バ
ル
カ
ン
藷
…
糊
剛
並
び
に
土
の
史
的
驚
軌
展
と
一
現
執
刀
を
南
丁

心
に
し
て
、
既
の
地
方
が
英
の
生
命
線
で
あ
り
、
叉
鏡
・
伊
に
と
っ
て
亀
睡
海

の
的
な
る
三
等
を
説
明
し
、
第
…
∴
編
に
於
亡
は
近
褒
勉
方
に
於
け
る
民
族
解

放
蓮
動
の
獲
展
、
及
び
ア
ラ
ビ
ヤ
堰
方
統
一
浬
動
並
び
に
。
乃
レ
ス
チ
ナ
に
於

け
る
英
の
欺
晒
政
策
を
始
め
と
し
て
、
近
東
に
於
け
る
列
強
勢
力
の
角
途
、

墾
立
を
蓮
べ
、
第
阿
編
は
「
ソ
聯
の
行
動
は
端
翻
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ

る
。
宛
然
と
し
て
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
謎
で
あ
る
。
ソ
聯
の
謎
を
解
く
鍵
は
そ

の
利
害
重
量
を
直
就
す
る
事
で
あ
る
」
と
の
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
の

言
を
n
鴨
頭
に
か
か
げ
て
、
ソ
聯
の
革
命
後
の
獲
展
を
概
曝
し
謎
に
…
堕
し
て
瀧

キ
・
メ
ス
を
加
へ
（
み
る
⇔

，
曲
者
者
は
先
の
エ
チ
オ
ピ
ア
購
蝋
雫
膵
四
時
、
皿
肖
國
の
齪
ハ
啄
翻
が
專
ら
繰
…
人
知
…
國
擁

謹
に
傾
い
て
み
た
際
、
敢
然
と
該
叫
戦
．
雫
が
伊
の
…
射
英
攻
勢
で
あ
り
、
エ
チ
オ

ピ
ア
は
そ
の
媒
介
．
に
す
ぎ
ず
、
而
乳
饗
英
攻
勢
な
る
黙
に
於
て
瀧
淵
事
礎
と

軌
を
一
に
す
る
事
を
槻
破
、
主
張
し
た
ハ
外
交
時
報
、
昭
和
十
年
十
一
月
一
縫

號
）
慧
膜
の
持
主
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
就
い
て
は
先
づ
全
幅
の
欝
頼
を
置
い

て
酊
な
る
べ
く
、
更
に
操
脳
の
劇
論
な
業
務
の
傍
ら
か
か
る
薪
を
世
に
邊
ら

れ
た
筆
意
の
糖
…
進
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
浦
腔
の
敬
意
を
表
す
る
・
も
の
で
あ
る
。

強
ひ
（
搭
越
な
瀦
．
整
を
蓮
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ら
、
地
政
學
的
な
立
場
よ

り
の
…
騎
來
へ
の
、
油
微
せ
る
洞
察
と
著
者
が
序
文
と
羨
録
に
於
て
高
調
し
て
ゐ

ら
れ
る
日
・
猫
・
伊
還
國
岡
盟
よ
り
す
る
「
大
東
薫
雷
鳴
賦
の
雁
上
命
令
」
の
意
義

の
よ
り
一
暦
の
敷
衛
と
を
加
へ
で
欲
し
か
っ
た
⇔
然
し
之
は
私
の
隙
…
を
得
て

更
に
蜀
を
墓
む
程
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
か
も
贈
れ
ず
、
胸
か
も
叙
上
諸
國
の

現
勢
に
到
る
史
的
獲
展
の
礫
利
凝
槻
察
と
地
政
壌
的
必
然
性
の
叙
…
運
に
於
け

（1－11）
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奨．

報

嬢廻

�
H
T
山
ハ
撫
⑳
　
　
策
讐
…
搬
　
　
　
　
就
二
〇

る
塞
嘗
の
偵
値
を
減
殺
す
る
も
の
で
は
な
い
。
世
上
か
か
る
著
警
の
殆
ん
ど

無
き
今
絃
、
本
書
を
斯
學
専
攻
の
人
の
み
な
一
5
ず
、
斎
く
一
般
知
識
人
が
上
巻

と
典
に
併
讃
さ
れ
ん
事
を
莚
む
次
第
で
あ
る
。
婁
言
多
謝
。
（
昭
和
十
五
年
十

二
月
古
ム
写
畿
冨
綻
備
鼓
行
　
　
㎜
開
一
八
｝
員
　
　
玲
掲
綴
㎜
問
照
闘
）
（
一
山
ハ
・
五
）
〔
隅
申
小
儒
凹
太
節
即
）

彙

報

史
學
研
究
奮

　
例
　
禽
　
流
荊
十
七
口
（
土
）
、
午
後
一
時
牛
よ
り
交
畢
部
陳
列
館
第
一
教

室
に
於
い
て
…
捌
催
、
折
栖
漫
駅
雨
の
中
に
も
拘
ら
ず
蓼
＾
曾
さ
れ
た
多
…
数
の
聴
渚

は
虎
記
の
講
演
に
示
唆
を
う
け
る
と
こ
ろ
多
い
も
の
が
あ
っ
た
○

　
　
麻
芋
軍
と
古
州
辰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
攣
講
師
　
室
賀
儒
央
既

　
林
子
亭
の
遵
國
通
臨
畑
圓
説
は
、
カ
ラ
フ
ト
・
サ
ハ
リ
ン
朋
個
説
そ
の
他
の

誤
謬
を
含
み
、
古
川
古
松
軒
に
よ
っ
て
痛
烈
に
枇
難
せ
ら
れ
て
る
る
。
こ
の

二
人
は
共
に
地
礫
に
精
し
い
畢
漕
で
あ
っ
た
が
、
子
畢
に
あ
っ
て
は
地
難
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
オ
ぢ
リ
テ
ィ
ク

は
彼
の
政
治
礫
惣
の
實
践
の
熟
、
礎
と
し
て
、
い
は
い
地
政
畢
と
し
て
取
王
げ

ら
れ
た
に
劉
し
、
古
松
軒
の
壇
理
學
は
交
人
趣
昧
よ
り
出
で
た
雲
蝦
の
・
癖
に

止
ま
っ
た
。
綿
密
蕉
確
な
古
松
鮮
の
記
述
よ
り
も
、
却
っ
て
杜
撰
な
子
畢
の

所
説
の
方
が
大
局
の
眞
費
を
満
一
破
し
徳
た
の
は
こ
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
ら

う
。
樂
翁
公
を
蓬
る
子
畢
、
古
松
韓
の
勤
立
は
、
古
く
璽
宅
博
士
等
の
論
題

と
せ
ら
れ
た
と
こ
み
で
あ
る
が
、
こ
の
闘
魎
の
薗
顧
は
、
揺
れ
動
き
つ
』
あ

る
地
理
學
募
の
現
状
に
何
ら
か
の
示
唆
を
輿
ふ
る
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
。

紀
元
二
雫
・
六
百
年
一
記
ム
芯
↓
更
錫
罫
調
文
拓
巣
刊
行

　
紀
元
二
干
六
頁
年
の
よ
き
年
を
記
念
し
て
、
本
躁
文
學
部
に
於
い
て
は
史

學
に
關
す
る
論
交
集
を
編
纂
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
、
礫
て
報
ず

〈　1－i2　）


